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1　はじめに

我々は,日常生活において人に道を教えたり,場所を

説明するために地理的情報を伝達することがある.地理

的情報とは,例えば表1に示す「商店」 , rホテル」と

いったものである.地理的情報を伝達する手段としては

案内地図や略地図が主な媒体として用いられる[1.2】.

案内地図は,大量の情報を含んだ一般の地図(集合U)

から,ユーザが必要として選択した地理的情報の集合

(Uの部分集合V)として構成される(図1).一般の地

図の中から道案内を目的とした案内地図を生成する研

究(図1における写像1),もしくは案内地図を一般の地

図に同定するための研究(図1における逆写像rl)が

行われている【㌻5】.

しかし,情報の取捨選択の仕方(∫)は一意に決まるも

のではなく,人により様々である.その特徴を明らかに

することができれば,GIS(地理情報システム)や歩行者

用案内装置(6]などに用いることでより使い易いもの

にできると考えられる.本稿では,巷間で使用されてい

る案内地図において,どのような地理的情報が選択され

ているかを調査し,埼類した結果について述べる.

図1:一般の地図と案内地図の関係

2　分析方法

本研究では,WWW(World Wide Web)や広告などか

ら収集した,新潟駅周辺を中心とするエリアの案内地図

207枚を対象とした.これは,歩行者を対象とした案内

地図の多くが駅を起点としたものであるためである.

対象とする地図中に表れるランドマークを,藤井と杉

山の属性種別[4】を参考にした分類(表1)に従い分類

し,その出理数を集計する.また.収集した案内地図を

その提供元の属性種別について分類し,その属性種別に

表れるランドマークの頻度(表2におけるoik)を計舞

する.なお,新潟駅周辺のエリアにおいて「駅施設」が

提供する案内地図は見付けることができなかったので,

提供元として「駅施設」は入っていない.

このデータに関してクラスタ分析を行う.クラスタ分

析において,提供元間の非類似度にはユークリッド平方

距離を,クラスタ化の手法にはウォード法を用いる.

14個の属性種別を持つ案内地図提供元i,j間のユー

クリッド平方距離daは,

1・l

dij -∑(a.fc-cijkV, (サ≠i)　(1)
k=l

で表される.また,ウォード法とは,クラスタ内の偏差

平方和(以後,平方和と呼ぶ)を情報損失量と考え,損

失が最小となるようにクラスタを融合していく手法で

ある.

表1:ランドマーク,提供元の属性種別

表2:クラスタ分析を行うデータの形

3　結果

クラスタ分析の結果得られたデンドログラムを図2

に示す.クラスタ分析の結果を,クラスタ内の平方和

をもとに4つのクラスタに分類した(表3).各クラスタ

中に登場するランドマーク(属性種別)の頻度を表4に

示す."クラスタのまとまりのよさ"は平方和の値より,
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Squared Euclidean distance

0.00

図2:案内地図提供元のデンドログラム

表3:各クラスタ内の要素と平方和

Cl,C4,C2,C3の順になり,図2にもその様子が表れて
!

いる.全ての要素を1つのクラスタに融合したときの

平方和は0.337であった.

*K」∃

各クラスタ内の要素からClはレジャー,C2はビジネ

ス,C3は日常的,C4は公的な属性を持ったランドマー

クからなるクラスタであると考えられる.

また,表4より全クラスタにおいて「公共施軌, 「ビ

ル」が比較的高い割合で出果している.反対に, 「レス

トラン」 , r娯楽施軌, 「コンビニ」 , 「寺社仏軌, r医

療施軌は全クラスタにおいて5%以下の出果割合と

なっている.

クラスタ別に見るとClではrデパートJ, C2では

「商店」 ,C3では「公共施投」 ,C4では「交通施投」が

それぞれ他のクラスタに対して大きい値を示している.

一方,他のクラスタに対して小さい値を示している項

目としてはClのr医療施設」 ,C2のr交通施軌, C3

の「ビルJ, C4の「娯楽施軌.が挙げられる.

これらのことから,各クラスタは自らの属性に比較的

近い属性を持つランドマークを多く選択し,逆に比較的

衷4:クラスタ別ランドマーク出曳頻度

遠い属性を持つランドマークは選択しない傾向がある

と考えられる.

5　まとめ

本研究では,人が案内地図を作成する際の情報の取捨

選択の仕方の特徴をつかむために,一般に用いられてい

る案内地図を調査し,その属性を大きく4つに分類し

た.このような案内地図の特徴が明らかになれば,それ

をGIS-応用することで,GISを用いたナゲイグーショ

ンシステムのヒューマンインタフェースを改善するこ

とができる.今後の課題として,第-に今回用いたクラ

スタ分析だけではなく,因子分析など他の統計的手法を

用いてさまざまな側面から分析を行うこと,第二にこの

成果を実際にGISを用いた装置に応用することを考え

ている.
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